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叙
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よ
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１３

　
「
平
成
十
五
年
版
労
働
経
済
の

分
析
」
い
わ
ゆ
る
「
労
働
経
済
白

書
」
が
公
表
さ
れ
た
。

　

白
書
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、次

の
と
お
り
で
あ
る
。①
就
業
形
態

が
近
年
多
様
化
し
て
い
る
背
景

に
は
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た
非
正
社
員
で
の
就
業
希
望
者

も
増
加
し
、
企
業
に
お
け
る
人
件
費
削
減
等
を
目
的
と
し
た

非
正
社
員
の
活
用
が
拡
大
し
て
い
る
。
②
役
職
付
の
非
正
社

員
の
割
合
が
上
昇
す
る
な
ど
、
非
正
社
員
の
中
で
も
責
任
の

あ
る
仕
事
に
つ
く
人
が
増
加

し
て
い
る
。
③
長
期
雇
用
慣

行
へ
の
支
持
は
労
使
双
方
で

高
い
一
方
、
正
社
員
の
人
事

や
処
遇
に
つ
い
て
も
個
別

化
・
多
様
化
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
④
働
き
方
の
多
様
化

は
、
経
済
社
会
の
変
化
に
沿
っ
た
流
れ
で
あ
り
、
労
働
者
が

意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
働
き

方
を
選
択
で
き
る
就
業
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
労
働
者
が
自
己
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
状

況
は
、
企
業
の
生
産
性
の
向
上
、
ひ
い
て
は
わ
が
国
経
済
社

会
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

デ
フ
レ
不
況
の
影
響
に
よ
り
失
業
率
が
高
止
ま
り
し
て

い
る
中
、
白
書
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
の
中
身
が

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
人

口
が
減
少
す
る
な
ど
経
済
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
働
き
方
の

多
様
化
が
必
然
的
な
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

長
引
く
景
気
低
迷
の
中
で
、
会
社
の
都
合
に
よ
る
非
自
発

的
な
離
職
者
が
増
加
す
る
な
ど
、
二
〇
〇
二
年
の
雇
用
者
数

は
、
男
性
の
雇
用
者
数
が
減
少
傾
向
で
推
移
す
る
一
方
で
、

女
性
の
雇
用
者
数
が
増
加
傾
向
で
推
移
す
る
動
き
が
続
き
、

男
女
計
で
は
三
年
ぶ
り
に
減
少
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

長
期
失
業
者
も
増
加
し
て
お
り
、
再
就
職
な
ど
の
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
就
業
形
態
も
多
様
化
し
て
お
り
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
や
派
遣
労
働
者
、
嘱

託
な
ど
の
非
正
規
雇
用
者
は

一
千
四
百
五
十
一
万
人
に
達

し
て
お
り
、
今
や
企
業
の
大

き
な
戦
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
若
年
層
の
フ
リ
ー
タ
ー
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
働
き
方
の
多
様
化
が
進
む
な
か
で
、
経
済
が
活
性
化

し
、
雇
用
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、

企
業
側
に
は
労
働
者
の
能
力
を
適
確
に
評
価
し
、
能
力
を
開

発
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
現
状
認
識
に
立
っ

た
労
使
双
方
の
理
解
と
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
労
働
者
自
ら
が
自
己
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
す

る
た
め
の
自
己
研
鑽
の
努
力
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
の
こ
と
が
企
業
に
と
っ
て
も
、
生
産
性
の
向
上
に
つ
な

が
り
わ
が
国
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

「
働
き
方
の
多
様
化
進
む
」

十
五
年
労
働
白
書

中央会ホームページ　http://www.chuokai-gifu.or.jp メールアドレス　info@chuokai-gifu.or.jp
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年
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大
会
で
採
択
さ
れ
た
決
議
事
項
は

次
の
と
お
り
。

　

①
景
気
対
策
、
デ
フ
レ
対
策
の
即

時
実
施
②
中
小
企
業
対
策
予
算
の
抜

本
的
拡
充
③
中
小
企
業
連
携
組
織
対

策
予
算
の
大
幅
拡
充
と
組
合
法
等
の

改
正
④
中
小
企
業
の
す
み
ず
み
ま
で

行
き
渡
る
金
融
対
策
の
実
施
⑤
消
費

税
の
引
上
げ
議
論
反
対
、
中
小
企
業

支
援
税
制
の
抜
本
的
強
化
⑥
信
用
組

合
に
対
す
る
支
援
の
充
実
・
強
化
⑦

中
心
に
中
小
企
業
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
本
日
採

択
さ
れ
た
決
議
事
項
に
つ
い
て
も
、

検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
優
良
組
合
三
十
七

組
合
、
組
合
功
労
者
六
十
九
名
、
中

央
会
優
秀
専
従
者
三
十
九
名
が
全
国

中
央
会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
。

　

岐
阜
県
か
ら
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
。

　

▽
組
合
功
労
者
＝
関
道
朗
氏
（
協

同
組
合
飛
騨
木
工
連
合
会
・
副
理
事

長
）、
渡
邉
克
郎
氏
（
岐
阜
県
眼
鏡
商

業
協
同
組
合
・
理
事
長
）

　

な
お
、
来
年
の
第　

回
大
会
は
、

56

平
成
十
六
年
十
一
月
十
一
日　

、
新

（木）

潟
県
新
潟
市
・
朱
鷺
メ
ッ
セ
に
て
開

催
す
る
予
定
で
す
。

中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
支
援
策
の

充
実
・
強
化
⑧
中
小
企
業
に
配
慮
し

た
労
働
政
策
の
実
施
⑨
若
年
者
に
対

す
る
産
業
教
育
、
就
業
対
策
の
充
実
・

強
化
⑩
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
支

援
の
拡
充
⑪
魅
力
あ
る
中
心
市
街
地

形
成
と
中
小
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の

活
性
化
支
援
強
化
⑫
不
当
廉
売
の
防

止
、
下
請
取
引
の
適
正
化
等
公
正
取

引
の
強
力
な
推
進
⑬
中
小
企
業
並
び

に
官
公
需
適
格
組
合
へ
の
官
公
需
発

注
の
増
大
実
現

　

大
会
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
小
泉

純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
は
、「
日
本
経

済
は
や
っ
と
明
る
い
兆
し
が
見
え
始

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
改
革
の
成
果
は
あ

が
っ
て
く
る
と
確
信
し
て
い
る
。
改

革
の
芽
が
出
て
き
た
今
、
こ
れ
を
大

き
な
木
に
育
て
、
民
間
主
導
の
成
長

に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
中
小
企
業
は
経
済
活
力

の
原
動
力
で
あ
り
、
や
る
気
と
能
力

の
あ
る
中
小
企
業
者
の
挑
戦
が
不
可

欠
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
厳
し
い
経
済

状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
中
小
企
業

者
の
潜
在
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境

の
整
備
を
進
め
、
今
後
も
中
小
企
業

施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
」
と

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
中
川
昭
一
経
済
産
業
大
臣

は
、「
経
済
産
業
省
で
は
三
つ
の
柱
を

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

大
会
の
審
議
で
は
、
全
国
の
中
小

企
業
団
体
の
代
表
ら
が
自
ら
の
決
意

を
内
外
に
表
明
す
る
と
と
も
に
、
国

等
に
中
小
企
業
振
興
施
策
の
強
化
充

実
を
訴
え
、
組
合
連
携
組
織
を
基
盤

と
し
た
中
小
企
業
の
安
定
的
な
発
展

と
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
十
三
の
決
議
事
項
を

採
択
し
、
今
後
国
等
の
関
係
機
関
に

対
し
、
陳
情
・
要
望
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。

景気対策、デフレ対策の即時実施を！
１３項目を決議、国等に要望

第５５回中小企業団体全国大会・東京都

希
望
と
活
力
に
満
ち
た
経
済
社
会
の
創
造

　
『
第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
』
が
、
十
月
三
十
日
、
東
京
都
の
渋
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
、

55

岐
阜
県
か
ら
二
十
六
人
が
参
加
す
る
な
ど
、
全
国
の
中
小
企
業
者
ら
二
、
三
〇
〇
人
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
か
れ

た
。
ま
た
、
小
泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
や
中
川
経
済
産
業
大
臣
な
ど
も
出
席
さ
れ
意
義
あ
る
大
会
と
な
っ
た
。

　

大
会
で
は
、「
た
ゆ
ま
ぬ
挑
戦　

あ
ら
た
な
飛
躍
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
景
気
対
策
、
デ
フ
レ
対
策
の
即

時
実
施
」
を
始
め
、
中
小
企
業
に
関
す
る
十
三
項
目
の
決
議
及
び
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。

�
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�
…
今
月
は
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
加
入
促
進
強
化
月
間
」
で
す
！　
【
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
】

　

二
〇
〇
五
年
に
愛
知
県
で
開
催
さ

れ
る
日
本
国
際
博
覧
会
（
愛
・
地
球

博
）
の
会
場
整
備
の
素
材
に
、
上
之

保
国
産
材
加
工
協
同
組
合
（
藤
村
進

理
事
長
）
と
岐
阜
大
学
農
学
部
な
ど

産
官
学
で
共
同
開
発
し
た
「
木
質
系

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ー
ド
」
が
採
用
さ
れ
、

会
場
整
備
が
着
々
と
進
む
現
在
、
納

入
作
業
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
木
質
系
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ー

ド
」
は
、
小
さ
な
木
材
を
板
の
よ
う

に
固
め
た
も
の
で
、
間
伐
材
や
伐
採

木
、
流
木
な
ど
を
チ
ッ
プ
状
に
破
砕

し
た
後
、
圧
縮
し
て
固
定
処
理
を
し

て
お
り
、
接
着
剤
な
ど
の
化
学
物
質

が
一
切
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
年
数

を
経
る
と
自
然
に
土
に
返
る
。
同
組

合
な
ど
で
は
、
木
材
の
有
効
利
用
を

目
的
に
一
九
九
五
年
に
研
究
を
開
始

し
、
九
八
年
に
特
許
を
取
得
し
た
。

　

愛
知
県
か
ら
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

な
り
大
変
う
れ
し
い
。
岐
阜
の
技
術

を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
話
し
て

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

の
発
注
を
受
け
、
会
場
整
備
に
伴
い

伐
採
し
た
木
を
再
利
用
し
、
パ
ビ
リ

オ
ン
周
辺
の
遊
歩
道
に
使
用
す
る
。

　

県
産
木
製
品
が
愛
・
地
球
博
に
採

用
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、

藤
村
重
樹
専
務
理
事
は
「
産
・
官
・

学
が
ゼ
ロ
か
ら
共
同
で
開
発
し
た
製

品
が
、�
自
然
の
叡
智
�
を
テ
ー
マ
に

し
た
愛
知
万
博
で
使
わ
れ
る
こ
と
に

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

県
の
技
術
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ

上
之
保
国
産
材
加
工
協
同
組
合

�
�
�
�
�
�
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お
り
、
県
内
組
合
の
技
術
が
世
界
に

情
報
発
信
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

県
内
の
農
産
物
や
畜
産
加
工
品
な

ど
が
一
堂
に
集
ま
る
『
第　

回
岐
阜

17

県
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
十
月

二
十
五
日
か
ら
二
日
間
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
買
物
客
で
賑
わ
っ
た
。

　

今
年
は
「
安
全
・
安
心
・
健
康
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
三
百
七
十
三
団
体

が
出
展
し
、
野
菜
な
ど
が
市
価
よ
り

も
安
く
売
り
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
飛

騨
牛
の
丸
焼
き
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設

け
ら
れ
、
人
気
を
呼
ん
で
い
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
「
健
康
に
よ
い
食

品
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式

も
行
わ
れ
、
岐
阜
県
知
事
賞
な
ど
を

受
賞
し
た
九
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰

を
受
け
た
。

　

な
お
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会

長
賞
は
大
垣
桜
高
校
に
授
与
さ
れ
た
。

�
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神
岡
町
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

　

神
岡
町
夕
陽
ケ
丘
の
観
光
物
産
施

設
「
星
の
駅
・
宙
（
ス
カ
イ
）
ド
ー

ム
神
岡
」
で
十
月
十
一
日
か
ら
二
日

間
、『
ス
カ
イ
ド
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
Ⅲ
』

を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、
施
設
を
管
理
す
る
神
岡

特
産
開
発
協
同
組
合
（
老
田
哲
康
理

事
長
）
が
商
店
街
活
性
化
総
合
支
援

事
業
と
し
て
県
か
ら
の
補
助
を
受
け

開
催
し
た
も
の
で
、
今
年
で
三
回
目

と
な
る
。

　

神
岡
町
は
小
柴
昌
俊
さ
ん
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
で
注
目
さ
れ
、
フ
ェ
ス

タ
で
は
東
大
宇
宙
素
粒
子
研
究
施
設

ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
の
模
型
の

展
示
、
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
（
こ

だ
ま
グ
ル
ー
プ
）
に
よ
る
「
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
紙
芝
居
」の
上
演
、ス
ー
パ
ー

カ
ミ
オ
カ
ン
デ
で
研
究
す
る
伊
藤
好

孝
助
教
授
及
び
大
林
由
尚
助
手
に
よ

る
「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
講
演
会
」
な
ど

が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
来
場
者
は
素

粒
子
研
究
を
学
ぼ
う
と
熱
心
に
聴
き

入
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、�
ノ
ー
ベ
ル
街
道
�
に
ち
な

ん
だ
野
菜
市
、
ア
イ
デ
ア
夢
の
玉
子

市
な
ど
も
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
や

お
年
寄
り
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。

ど
の
切
り
花
、
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
鉢

物
を
特
価
で
販
売
し
、
開
場
を
待
ち

わ
び
て
い
た
来
場
者
が
、
次
々
と
目

当
て
の
花
を
買
い
求
め
て
い
た
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
や
生
け
花
教
室
な
ど
多
彩
な

催
し
も
行
わ
れ
、
来
場
者
た
ち
は
花

に
囲
ま
れ
な
が
ら
思
い
思
い
の
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
。

　
『
第
九
回
ぎ
ふ
フ
ラ
ワ
ー
カ
ー
ニ

バ
ル
・
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ア
ー
』
が
十

月
十
九
日
、
岐
阜
生
花
市
場
協
同
組

合
（
村
木
登
義
理
事
長
）
で
開
か
れ
、

花
好
き
な
主
婦
ら
が
詰
め
掛
け
た
。

　

毎
年
開
催
す
る
サ
ン
ク
ス
フ
ェ

ア
ー
は
、
生
花
市
場
に
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催
し
て
お
り
、

会
場
で
は
バ
ラ
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
な

�
�
�
�
�
�

ぎ
ふ
フ
ラ
ワ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

�
�
�
�
�
�
�岐

阜
県
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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多
治
見
で
開
催
さ
れ
る
秋
の
恒
例

行
事
「
第　

回
た
じ
み
茶
碗
ま
つ
り
」

26

（
多
治
見
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
協
同

組
合
主
催
＝
藤
垣
孟
理
事
長
）
が
十

月
十
二
日
か
ら
二
日
間
、
多
治
見
市

旭
ヶ
丘
の
多
治
見
美
濃
焼
卸
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら
多
数

の
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
な
ど
で
賑

わ
っ
た
。

　

開
会
式
の
中
で
、
藤
垣
理
事
長
は

「
今
年
は
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
通
り
を
開

設
し
て
お
り
、
多
く
の
方
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
、
関
係
者
で
テ
ー

の
デ
ィ
ナ
ー
セ
ッ
ト
が
選
ば
れ
た
ほ

か
、
入
賞
作
品
二
十
七
点
と
入
選
作

品
二
十
点
が
選
ば
れ
た
。

　

な
お
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
長

賞
は
真
山
窯
に
授
与
さ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

テ
ス
ト
」
な
ど
多
彩
な
催
し
に
、
お

目
当
て
の
陶
器
や
掘
り
出
し
物
を
探

し
求
め
る
人
で
会
場
は
あ
ふ
れ
て
い

た
。

　

今
年
は
、
同
市
東
町
の
セ
ラ
ミ
ッ

ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
で
開
催
し
た

「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｘ
２
０
０
３　

器
・

�
�
�
�
�
�
�
�
�

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
ま
つ
り
の
開
幕

を
祝
っ
た
。

　

目
玉
の
陶
磁
器
大
廉
売
市
に
は
同

セ
ン
タ
ー
内
の
企
業
二
十
六
社
が
四

十
三
の
テ
ン
ト
を
設
置
し
、
市
価
の

三
割
か
ら
五
割
引
き
で
販
売
し
た
。

　

ま
た
、製
陶
会
社
の
倉
庫
、シ
ョ
ー

ル
ー
ム
を
開
放
す
る
蔵
出
し
市
が
開

か
れ
た
ほ
か
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

陶
器
、
ガ
ラ
ス
、
木
工
な
ど
の
作
家

に
よ
る
手
づ
く
り
製
品
を
展
示
販
売

す
る
「
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
通
り
」
や
地

元
の
小
中
学
生
が
�
花
�
を
テ
ー
マ

に
描
い
た
「
お
皿
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

東
濃
路
を
彩
る
秋
の
一
大
陶
器
祭
り

第　

回
た
じ
み
茶
碗
ま
つ
り

26

　

美
濃
焼
産
地
が
持
つ
技
術
を
広
く

紹
介
す
る
「
２
０
０
３
秋
の
美
濃
焼

新
作
展
示
会
」
が
、
十
月
八
日
か
ら

二
十
日
ま
で
多
治
見
市
東
町
の
セ
ラ

ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
展
示
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連

合
会
（
加
藤
愛
之
輔
理
事
長
）
が
主

催
し
、
七
十
一
社
の
加
盟
メ
ー
カ
ー

が
食
器
セ
ッ
ト
を
中
心
に
自
信
作
計

二
百
点
を
展
示
し
た
。

　

一
般
消
費
者
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
と
、

メ
ー
カ
ー
の
販
路
開
拓
を
兼
ね
て
毎

年
秋
に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
磁

器
土
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
硬
さ
を
払

し
ょ
く
し
、
柔
ら
か
さ
を
出
し
た
作

品
が
多
く
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

作
品
の
傾
向
と
し
て
は
、
若
者
向

け
の
デ
ザ
イ
ン
感
覚
を
重
視
し
て
お

り
、�
脱
食
器
�
の
新
提
案
も
見
ら
れ

た
。

　

刃
物
の
ま
ち
・
関
市
で
毎
年
開
催

さ
れ
る
恒
例
行
事
「
第　

回
関
市
刃

36

物
ま
つ
り
」
が
十
月
十
一
日
、
同
市

本
町
通
り
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
約
十
一
万
人
の
人
出
で

賑
わ
っ
た
。

　

呼
び
物
の
刃
物
大
廉
売
市
で
は
、

市
内
に
点
在
す
る
刃
物
業
者
五
十
八

社
が
テ
ン
ト
を
張
り
軒
を
連
ね
、
包

丁
や
は
さ
み
な
ど
様
々
な
刃
物
製
品

を
並
べ
た
。
女
性
客
は
台
所
用
品
、

男
性
客
は
園
芸
や
大
工
道
具
と
お
目

当
て
が
分
か
れ
、
通
常
価
格
の
二
〜

三
割
引
き
の
お
値
打
ち
品
を
思
い
思

い
に
物
色
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
関
鍛
冶
伝
承
館
で
は
刀
剣

展
や
日
本
刀
鍛
錬
の
一
般
公
開
が
あ

り
、
火
花
が
飛
び
散
る
刀
匠
の
気
迫

の
こ
も
っ
た
技
に
見
物
客
は
大
き
な

拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


暮
ら
し
展
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
」
と
可
児
市
瀬

田
の
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
で
の

「
秋
の
バ
ラ
フ
ェ
ス
タ
ぎ
ふ
」
と
協

賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
、
各

会
場
間
を
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運

行
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
利
用
し

て
い
た
。

柔
ら
か
な
イ
メ
ー
ジ
で
器
を
表
現

秋
の
美
濃
焼
新
作
展
示
会

包
丁
、は
さ
み
な
ど
格
安
販
売

関
市
刃
物
ま
つ
り

　

ま
た
、
陶
製
の
枕
や
打
楽
器
、
鳥

か
ご
な
ど
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作

品
も
あ
り
、
訪
れ
た
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
審
査
会

で
は
、
出
展
作
品
を
審
査
し
、
中
小

企
業
長
官
賞
に
は「
深
山
」（
瑞
浪
市
）
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�
…
Ｓ
Ｅ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
設
計
―
実
践
編
―　

十
一
月
二
十
七
〜
二
十
八
日　

受
講
料
二
万
七
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　

●
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先
は
…
全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

�
〇
五
八
四－

七
七－

一
一
一
三

換
を
行
い
、
本
会
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
団
体
等
と
の
連
携
を
よ
り
強
化

し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
旨
、
確

認
し
た
。

　

続
い
て
午
後
の
「
地
域
交
流
会
」

で
は
、
中
小
企
業
者
ら
約
八
十
人
が

出
席
し
、
高
山
信
用
金
庫
の
水
上
久

雄
理
事
長
が
「
地
域
に
お
け
る
金
融

機
関
の
役
割
」、
飯
田
洋
弁
護
士
が

「
知
っ
て
得
す
る
債
権
管
理
・
回
収

の
実
務
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講

演
を
行
っ
た
。

　

講
演
の
中
で
水
上
理
事
長
は
「
多

様
化
す
る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
、

か
つ
的
確
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る

人
材
の
育
成
と
商
品
開
発
に
努
力
す

る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
の
助
言
が
あ

り
、
ま
た
、
飯
田
弁
護
士
は
「
長
引

く
景
気
低
迷
に
よ
り
倒
産
件
数
の
著

し
い
増
加
と
負
債
総
額
が
高
額
化
し

て
き
て
い
る
。
取
引
先
が
倒
産
し
て

　

岐
阜
県
銘
木
協
同
組
合
（
籏
政
廣

理
事
長
）
の
全
国
優
良
銘
木
展
示
即

売
会
を
十
月
十
四
日
か
ら
二
日
間
、

岐
阜
市
茶
屋
新
田
の
同
組
合
で
開
催

さ
れ
た
。

　

ケ
ヤ
キ
や
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
を

中
心
に
、
柱
や
天
井
板
な
ど
の
加
工

品
約
三
千
六
百
点
を
展
示
し
た
。

　

岐
阜
の
地
は
、
東
海
道
新
幹
線
や

名
神
高
速
道
路
を
利
用
し
や
す
い
立

地
条
件
か
ら
、
同
組
合
の
銘
木
市
場

に
は
全
国
か
ら
質
が
高
く
、
工
芸
的

価
値
も
あ
る
優
れ
た
銘
木
が
集
ま
っ

て
い
る
。
特
に
ケ
ヤ
キ
の
取
扱
高
は

全
国
一
と
い
わ
れ
、
全
国
か
ら
約
三

百
五
十
人
の
木
材
業
者
が
訪
れ
、
銘

木
を
次
々
に
競
り
落
と
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

か
ら
慌
て
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
か

ら
債
権
管
理
・
回
収
の
知
識
を
準
備

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、

参
加
者
ら
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

た
。

　

講
演
後
、
本
会
の
指
導
員
ら
に
よ

る
組
合
等
の
運
営
、
金
融
、
労
務
な

ど
に
関
す
る
「
な
ん
で
も
相
談
」
を

行
っ
た
。

　

中
央
会
は
、
吉
城
郡
地
域
を
対
象

と
し
た
『
地
域
交
流
会
』
を
十
月
二

十
八
日
、
古
川
町
上
野
の
南
吉
城
地

域
広
域
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
中
央
会
の
事
業

活
動
の
Ｐ
Ｒ
と
商
工
会
議
所
・
商
工

会
と
の
連
携
交
流
、
地
域
の
組
合
・

中
小
企
業
者
等
と
相
互
に
交
流
を
図

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
催
し

て
い
る
。

　

午
前
中
に
開
催
し
た
「
多
角
的
連

携
交
流
会
」
で
は
、
当
該
地
域
の
商

工
会
議
所
・
商
工
会
の
会
長
や
指
導

員
と
中
央
会
幹
部
が
出
席
し
、
地
域

振
興
等
に
関
す
る
取
り
組
み
状
況
の

報
告
や
、
地
域
内
に
お
け
る
中
小
企

業
等
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交

���������	
�

全
国
の
銘
木
が
集
結

全
国
優
良
銘
木
展
示
即
売
会

　

���������	
��
古川町で地域交流会

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������	
�

　
「
第　

回
サ
ム
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
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バ
ル
ヘ
ア
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
十
月

二
十
日
、
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
、
全
国
各
地
の
理
美
容
師
が

腕
を
競
っ
た
。

　

サ
ム
ソ
ン
ビ
ュ
ー
テ
ィ
チ
ェ
ー
ン

協
同
組
合
（
竹
原
正
二
理
事
長
）
の

主
催
で
行
わ
れ
た
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て

お
り
、
今
年
は
約
九
百
名
が
ヘ
ア
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
技
術
を
披
露
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
十
四
部
門
に
分
か

れ
、
女
性
モ
デ
ル
を
活
用
、
カ
ッ
ト
、

セ
ッ
ト
な
ど
総
合
表
現
に
よ
り
技
術

面
や
創
造
性
を
競
っ
た
。
出
場
者
た

ち
は
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
ヘ
ア
デ
ザ
イ

ン
の
技
を
発
揮
し
よ
う
と
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん
で
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　
　
　
　

第　

回
サ
ム
ソ
ン
ヘ
ア
ー
コ
ン
テ
ス
ト

28
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■香港・中国貿易協定調印
　香港は、国際金融機関の集中、税制優遇、法律体
制・陸海空のインフラの整備などの優位性を盾に、
華南地域を中心に中国へのゲットウェイや物流基地
としての役割を果たしてきた。しかし、近年のデフ
レ経済や海外企業の上海投資シフトに加え、今年３
月から５月にかけてのＳＡＲＳの流行により、香港
経済が受けた打撃は大きく、経済状況は良いとは言
い難い状況にある。
　そうした中で、今年の６月３０日に、２００４年１月
から、香港製品・原産の輸入品に対する関税免除な
どの優遇措置が盛り込まれた香港と中国本土間の経
済貿易緊密化協定（ＣＥＰＡ）が調印され、さらに
９月２９日には、実施細目を定めた付属文書６件が調
印された。この実施細目では、中国本土でのゼロ関
税が適用される香港製品の定義、香港企業に前倒し
開放される本土サービス市場の詳細などが明らかに
なった。中国はＷＴＯ加盟により、０６年を目途に市
場を開放することとなるが、香港企業に、参入条件
などを大幅に緩和し前倒しして認めたことから、よ
り多くの本土市場開拓のチャンスを香港企業が得る
大きな可能性を秘めており、併せて海外企業の対香
港投資が拡大すると、７８年の中国経済の改革・開放
開始に匹敵する経済効果が香港経済にもたらされる
と期待が高まっているし、調印時には、中国の温家
宝首相が「大きなプレゼント」と称したように、現
時点ではＳＡＲＳで打撃を受けた香港経済支援の色
合いが強い。
■観光協力効果大
　一方、ＣＥＰＡは、香港経済にとって、中国進出
緩和以外にも、協定の第１４条に明記されている観光
協力の効果も非常に大きい。観光協力効果は、中国
本土から香港への個人旅行の解禁であり、当初は広

東省４市、続いて北京・
上海市の個人旅行の解禁
であり、０４年１月には広
東省全市からの個人旅行
が繰り上げられて解禁さ
れる見通しとなっている。
中国本土からの観光客と
言えば、中国の一番裕福
な層の人達であり、単な
る名所巡りではなく、そ
のほとんどが、高級ブラ
ンド品、ＡＶ機器や化粧品などを購入する買い物が
中心で、その消費額が香港の市場を支え、さらに、
市場の拡大により失業率の低下など香港の景気回復
に大きく寄与している。
■ヒト・モノ・カネの流入緩和
　しかし、ＣＥＰＡは香港だけが恩恵を受けるもの
ではない。香港と中国本土のどちら側も関税、通商
上の規定やサービス分野などの規制が緩和され、香
港製品の中国本土進出だけが緩和という印象を強く
感じるが、そうした性質のものではなく、中国本土
からも香港への「ヒト、モノ、カネ」の流入が緩和
されることにも注目しなければならない。香港政府
の投資促進署長は「多数の中国企業が香港を踏み台
として世界に出て行くことができるようになる」と
語っているように、高額消費者としての中国本土観
光客以外に、中国本土企業が香港に進出し、拠点を
構え、国際企業として展開していくための香港の活
用や、香港が最も得意とするサービス分野のノウハ
ウを移転させ、中国本土のサービス機能を発展させ
るという利点が中国本土にある。ＣＥＰＡのメリッ
トは香港、中国本土のどちらにもある。
■日系企業にはハードル高し
　では、日系企業のＣＥＰＡの活用はどうであろう
か。活用方法については、いろいろ議論、分析され
ているが、日系企業が香港企業と見なされるための
条件やＣＥＰＡが時限的であることなどから、その
ハードルは高いものと思われる。
　従来、香港の優位性を検討するうえで、香港にあっ
て中国本土では不十分なものを優位性として挙げて
きたが、中国本土も加わった香港市場。つまり、中
国国内市場の１つとしての香港市場が、現在の香港
の優位性であり、対中国市場販売戦略に活用してい
くことが、日系企業のＣＥＰＡ活用方法になってい
くものと推察する。

　

香港・中国本土間経済貿易緊密化協定

岐阜県香港駐在員　大 坪 敬 明
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�
…
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
０
３　

十
一
月
五
日　

〜
七
日　
　
　

時
〜　

時
ま
で

（水）

（金）

10

17

長
浜
ド
ー
ム
、
入
場
無
料
に
て
開
催
！　
　
【
滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
実
行
委
員
会
】

　
『
オ
リ
ベ
２
０
０
３　

Ｎ
Ｙ
』
事
業

in

は
、
オ
リ
ベ
イ
ズ
ム
を
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
文
化
産
業
お
こ
し
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
た
県
の
事
業
で
あ

る
。

　
「
ク
ラ
フ
ト
展
・
観
光
展
」
は
、
世

界
の
情
報
の
中
心
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
で
、
岐
阜
県
の
地
場
産
業
で
あ
る

繊
維
、
刃
物
、
紙
、
陶
磁
器
、
木
工

品
な
ど
伝
統
文
化
・
産
業
を
Ｐ
Ｒ
し
、

米
国
や
世
界
市
場
の
開
拓
及
び
観
光

客
の
誘
致
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　

ク
ラ
フ
ト
展
は
県
内
二
十
九
社
に

よ
り
、
和
紙
が
十
二
品
目
、
陶
磁
器

が
二
十
二
品
目
、
木
工
七
十
四
品
目
、

刃
物
一
品
目
、
繊
維
一
品
目
の
百
十

点
を
出
品
し
、
期
間
中
は
現
地
の
デ

パ
ー
ト
や
専
門
店
な
ど
の
関
係
者
と

の
商
談
や
商
品
開
発
の
意
見
も
交
わ

さ
れ
た
。

　

観
光
展
で
は
、
飛
騨
・
美
濃
の
自

然
、
歴
史
、
工
芸
品
、
食
な
ど
を
紹

介
、
岐
阜
へ
の
誘
客
を
呼
び
か
け
た
。

　

岐
阜
県
が
実
施
し
た
『
オ
リ
ベ
２
０
０
３　

Ｎ
Ｙ
』
事
業
と
し
て
「
ク
ラ
フ
ト
展
・
観
光
展
」
が
十
一
月
二
十

in

八
日
か
ら
十
一
月
二
日
ま
で
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
構
内
で
開
催
さ
れ
た
。
ク
ラ

フ
ト
展
は
、
斬
新
さ
と
伝
統
美
を
兼
ね
備
え
た
「
オ
リ
ベ
精
神
」
に
基
づ
き
開
発
さ
れ
た
県
地
場
産
品
の
海
外
市

場
開
拓
に
向
け
て
商
品
を
紹
介
。
観
光
展
で
は
、
二
〇
〇
五
年
の
日
本
国
際
博
覧
会
（
愛
知
万
博
）
へ
の
来
場
者

を
岐
阜
県
に
誘
致
す
る
狙
い
で
、
世
界
遺
産
の
白
川
郷
な
ど
の
観
光
資
源
や
高
山
陣
屋
太
鼓
な
ど
の
伝
統
技
能
を

紹
介
し
た
。

岐阜の魅力を世界へ発信
商談会に 220 社 300 人
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イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
高
山
陣
屋

太
鼓
、
岐
阜
市
内
の
着
物
学
院
に
よ

る
着
物
シ
ョ
ー
、
国
府
町
の
金
蔵
獅

子
、
関
孫
六
太
鼓
、
美
濃
地
歌
舞
伎

の
実
演
を
行
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

民
を
魅
了
し
た
。

　

ま
た
、『
オ
リ
ベ
２
０
０
３　

Ｎ
in

Ｙ
』
事
業
と
し
て
は
、
十
月
二
十
日

に
「
オ
リ
ベ
・
ア
メ
リ
カ
展
」
記
念

茶
会
、二
十
一
日
か
ら
三
日
間
は「
オ

リ
ベ
自
由
茶
会
」
を
開
催
し
文
化
交

流
を
図
る
と
と
も
に
、
本
会
の
辻
会

長
、
岡
本
太
右
衛
門
・
関
道
朗
・
加

藤
智
子
副
会
長
も
参
加
し
た
。

　

さ
ら
に
、
オ
リ
ベ
・
ア
メ
リ
カ
展

「
オ
リ
ベ－

転
換
期
の
日
本
美
術
」

は
十
月
二
十
一
日
か
ら
来
年
一
月
十

一
日
ま
で
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

県
内
企
業　

社
が
出
展
・
岐
阜
県
を
Ｐ
Ｒ

２９
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９月景況調査

五
ヶ
月
連
続
で
Ｄ
Ｉ
値
改
善

先
行
き
不
安
感
は
不
変

改
善
の
要
因
は
、
好
転
の

微
増
と
と
も
に
、
業
種
別

の
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
が
、
食

料
品
、
繊
維
・
同
製
品
、

窯
業
・
土
石
、
機
械
・
金

属
業
等
で
前
月
水
準
よ

り
も
マ
イ
ナ
ス
回
答
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
る

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に
ま
と

め
た
『
九
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

　
〔
九
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企
業
の

特
色
は
①
景
況
感
悪
化
幅
縮
小
継
続
②
先
行
き
不
安

感
変
ら
ず
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

九
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値

で
見
て
み
る
と
、
好
転
７
ポ
イ
ン
ト
、
悪
化　

ポ
イ

42

ン
ト
で
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
前
月
よ
り

35

９
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
改
善
と
な
っ
た
。

　

景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、
今
年
４
月
に
マ
イ
ナ
ス　

ポ
63

イ
ン
ト
だ
っ
た
が
、
５
ヶ
月
連
続
で
改
善
の
動
き
と

な
り
、
平
成　

年
２
月
以
来　

ヶ
月
ぶ
り
に
マ
イ
ナ

13

30

ス　

ポ
イ
ン
ト
台
と
な
る
な
ど
、
数
値
の
動
き
で
は

30
持
ち
直
し
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
前
月
よ
り
売
上
高
の
増
加
し
た
業
種
は
６
業
種

で
あ
り
、
改
善
の
要
因
が
好
転
で
は
な
く
、
悪
化
か
ら
不
変

へ
の
変
化
に
よ
る
要
因
が
大
き
く
、
今
後
の
景
気
動
向
に
は

十
分
な
警
戒
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
販
売
価
格
、
収
益
状

況
に
は
改
善
は
無
く
、
激
し
い
販
売
競
争
や
受
注
競
争
の
中
、

中
小
企
業
は
依
然
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

　

一
部
に
需
要
回
復
の
兆
し
が
出
て
き
て
い
る
が
、
全
体
的

に
は
、
需
要
低
迷
、
企
業
間
競
争
激
化
に
よ
る
収
益
悪
化
が

続
い
て
い
る
。
ま
た
、
残
暑
の
影
響
、
先
行
き
不
安
な
ど
企

業
マ
イ
ン
ド
の
低
下
を
指
摘
す
る
意
見
も
報
告
さ
れ
て
お

り
、
危
惧
さ
れ
る
要
因
で
あ
る
。
好
転
業
種
に
は
、
機
械
等

の
設
備
投
資
関
連
の
業
種
が
多
く
、
こ
の
動
き
が
消
費
財
業

種
に
波
及
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
（９月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△△窯 業 原 料
△△△△△△石　 　 灰
△▲△△○○生　 コ　 ン
▲▲▲▲▲○砂 利 生 産
▲△▲▲△▲砕 石 生 産
○○△△▲○鋳　 　 物
▲△▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△△刃物等金属製品 （内需） 
▲△△▲▲△メ　 ッ　 キ
△△△△△○県 金 属 工 業 団 地
△△△△△△可 児 工 業 団 地
○△△△△○金　 　 型
△▲△▲▲△電 気 機 械 器 具
▲▲▲▲▲○輸 送 機 器
△△△△△△各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△△△▲△▲総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲△△▲▲△陶　 磁　 器
○△△○△○機械工具・工作機械
△△△△△△青　 　 果
△▲△△△△水　 産　 物
▲△▲▲▲△家 電 機 器 販 売
▲△△▲△▲メ ガ ネ 販 売
△△△△▲○中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売
▲△△▲△▲共 同 店 舗（ 東 濃 ）
▲△▲△▲▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
△△△△△△生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△▲△○味 噌 ・ 醤 油
▲△▲▲▲△豆 腐 製 造
▲△△▲▲▲食 肉 （ 国 産 ）
△▲△△△△菓　 　 子
○○○○△○米　 　 菓
▲△▲▲△▲酒　 　 造
▲△▲▲△▲製 麺
△△▲▲△△撚　 糸
△△△△△○ニ ッ ト 工 業
▲△▲▲△▲毛　 織　 物
△△△○△○合 成 繊 維 織 物
▲△△▲▲▲メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲△△婦 人 ・ 子 供 服
△△▲△△▲縫　 　 製
○○△○○○製　 　 材
△△△△△△銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△▲△▲△△家 具 （ 飛 騨 ）
△▲△△○△東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲▲△△△△紙　 加　 工
△△△△△△印　 　 刷
▲▲△▲▲△プ ラ ス チ ッ ク
▲▲▲△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲▲▲▲△▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
▲△△▲▲△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲▲▲▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
○△△△△△大 垣 市 商 店 街
△△△△△△多 治 見 市 商 店 街
△△△△▲△恵 那 市 商 店 街
▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△▲車 体 整 備
△△▲△△▲タ イ ヤ 整 備
△▲△△△▲長 良 川 畔 旅 館
△△△△△△下 呂 温 泉 旅 館
△△△△△△高 山 旅 館
▲▲▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
▲△▲▲△▲広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△▲△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
△△△▲▲△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△▲▲理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△▲▲▲△建 築 （ 各 務 原 ）
▲▲▲▲▲▲鉄 構 造 物
▲△△△△▲電 気 工 事
▲△△▲▲▲管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△▲▲▲△△建　 　 具
△▲△▲△△産直住宅（付知地区）
△▲△▲▲△貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲▲▲○△○軽 運 送
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�
…　

・　

月
は
平
成
十
五
年
度
小
規
模
企
業
共
済
制
度
及
び
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
全
国
加
入
促
進
強
調
月
間
で
す
！

１０

１１

【
中
小
企
業
総
合
事
業
団
】
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◆中小企業大学校瀬戸校から研修のご案内◆
　

　中小企業大学校瀬戸校では、平成１５年度研修のうち、下記コースのカリキュラムの詳細が決定
し、受講者を募集しております。

１．研 修 テ ー マ　「上手な賃金・退職金制度の取り組み方」（コース番号　０３－２４）
　　　　　　　　　　～どうする適格年金廃止後の退職金制度～
　　本コースの特色　①最新賃金・退職金制度が学べます
　　　　　　　　　　②適格年金廃止後の退職金制度の対応策が学べます
　　　　　　　　　　③自社の退職金を再構築できます
　　研　修　期　間　前期：平成１６年１月１９日（月）～２１日（水）
　　　　　　　　　　後期：平成１６年３月１日（月）～２日（火）
　　受　　講　　料　３６,０００円（税込み）
　　申 込 締 切 日　平成１５年１２月５日（金）　　＜定員３０名＞

２．研 修 テ ー マ　「パソコンによる工場改善の進め方」（コース番号　０３－２６）
　　　　　　　　　　～簡単にできる統計的品質管理と工程改善～
　　本コースの特色　①パソコンを活用して、効果的にデータ分析を実施する手法が習得できます
　　　　　　　　　　②工程改善を実施するための各種手法の活用の仕方が習得できます
　　研　修　期　間　平成１６年３月２日（火）～５日（金）
　　受　　講　　料　３０,０００円（税込み）
　　申 込 締 切 日　平成１６年１月１９日（月）　　＜定員３０名＞

３．研 修 テ ー マ　「若手幹部の経営能力開発」（コース番号　０３－２７）
　　　　　　　　　　～５日間で学べる経営の勘所～
　　本コースの特色　①経営管理者の職務と役割が分かり、今後の若手幹部としての行動指針

が得られます
　　　　　　　　　　②総合的な経営管理能力を高めることができます
　　研　修　期　間　平成１６年３月８日（月）～１２日（金）
　　受　　講　　料　３６,０００円（税込み）
　　申 込 締 切 日　平成１６年１月２６日（月）　　＜定員４０名＞

４．研 修 テ ー マ　「新規創業支援研修Ⅱ」（コース番号　０３－３１）
　　　　　　　　　　～個々の考え方に対応した指導が得られます～
　　本コースの特色　①創業の心構えをつくることができます
　　　　　　　　　　②リスクを軽減する方法が学べます
　　　　　　　　　　③創業の実務知識が得られます
　　　　　　　　　　④個別的な指導が得られます
　　研　修　期　間　平成１６年２月２３日（月）～２７日（金）
　　受　　講　　料　１０,０００円（税込み）
　　申 込 締 切 日　平成１６年１月２０日（火）　　＜定員３０名＞

※申込時に「事業プランの概要」の提出をお願いします。また、定員になり次第、締め切ることが
ありますので予めご了承下さい。

●お問い合せ先
中小企業大学校瀬戸校　研修課
〒４８９-０００１　愛知県瀬戸市川平町７９番地
TEL ０５６１－４８－３４００　　FAX：０５６１-４８-２２２４
URL:http://inst.jasmec.go.jp/seto/
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�
…
十
一
月
は
連
携
組
織
推
進
月
間
で
す
！　
【
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
小
企
業
組
織
の
設
立
・
運
営
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は　

�
〇
五
八－
二
七
七－

一
一
〇
二　

組
織
指
導
チ
ー
ム
ま
で

中小企業組合検定試験問題にチャレンジ！（組合クリニック）
　

毎年１２月の第一日曜日に開催される中小企業組合検定試験の問題を集めてみました。

一度チャレンジしてみて下さい！意外に忘れているかもしれませんよ…??

　次に掲げた各文章のうち、中小企業等協同組合法及び中小企業団体の組織に関する法律上、
正しいものには○印を、誤っているものには×印をつけなさい。

１．行政庁に対する役員変更の届出は、代表理事の変更の場合のみである。

２．理事会の決議に特別の利害関係を有する理事は、その議決に参加することはできない。

３．都合により理事会に出席できない理事は、代理人により議決権を行使することができる。

４．理事会の議事は、理事の過半数が出席し、その過半数で決する。

５．理事会の議長は、議決権を行使することができない。

６．組合員である同一法人の役員のうちから、複数の者を理事に選出することはできない。

７．組合員の委任を受けて総会に代理出席した者は、緊急議案を提案することはできない。

８．総会の議決について、特別利害関係のある組合員は議決権を行使することはできない。

９．総会において緊急議案として、組合員の除名を提案することはできない。

１０．組合の事務局長は、監事を兼ねることはできないが、理事を兼ねることはできる。

１１．総会で定款変更を議決した場合は、その日から効力が発生する。

１２．代理人は、５人以上の組合員を代理することができない。

１３．組合は員外理事を理事総数の２分の１以上置くことができる。

１４．議長は、組合員として総会の議決に加わる権利を有する。

１５．理事の定数の３分の１を超えるものが欠けたときは、３ヵ月以内に補充しなければならない。

※解答は、次頁の欄外に記載しております。

　是非『中小企業組合検定試験』にチャレンジして下さい ！　中央会は１組合に１組合士を推進します。
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�
…「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
Ｖ
Ｒ
メ
ッ
セ
ぎ
ふ
２
０
０
３
」海
外
Ｉ
Ｔ
企
業
と
の
個
別
面
談
の
ご
案
内（
通
訳
付
き
）

十
月
十
三
日
・
十
四
日　

十
時
〜
十
七
時　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
に
て　

ジ
ェ
ト
ロ
岐
阜
・
�
〇
五
八
（
二
七
一
）
四
九
一
○
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

美
濃
焼
産
地
は
、
ご
承
知
の
と
お

り
多
治
見
市
、
土
岐
市
、
瑞
浪
市
、

笠
原
町
の
三
市
一
町
を
中
心
に
集
積

し
て
お
り
、
メ
ー
カ
ー
の
数
は
六
四

〇
余
り
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
四
十
年

代
の
最
盛
期
に
は
一
三
〇
〇
を
超
え

て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
メ
ー
カ
ー
が
加
入
す
る
工
業

協
同
組
合
は
、
三
市
一
町
内
に
十
四

組
合
が
存
在
し
て
お
り
、
集
合
体
と

し
て
連
合
会
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

組
合
の
数
は
最
盛
期
も
今
も
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
の
収
入
源
は
、

程
度
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
組
合

員
か
ら
徴
収
す
る
賦
課
金
に
頼
る
と

こ
ろ
が
多
い
た
め
、
組
合
員
数
の
減

少
は
、
必
然
的
に
収
入
の
減
少
と
な

り
、
組
合
運
営
を
困
難
な
も
の
と
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
会
で
は
今
年
度
産

地
組
合
に
対
し
、
組
合
員
で
あ
る
陶

磁
器
メ
ー
カ
ー
の
た
め
に
必
要
な
組

合
の
機
能
は
何
か
、
組
合
員
の
た
め

一
町
が
合
併
さ
れ
よ
う
と
す
る
こ
と

も
あ
り
、
将
来
的
に
は
「
組
合
の
合

併
」
も
検
討
項
目
の
一
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
産
地
ご
と
の
特
性
を
無
に

し
て
、
理
念
の
な
い
合
併
は
、
無
意

味
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

組
合
の
理
念
に
か
な
い
、
組
合
員

か
ら
支
持
を
得
ら
れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
に
向
け
、
各
組
合
の
役
員
、
事
務

局
、
専
門
家
の
英
知
を
結
集
し
て
事

業
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し

ま
す
。

の
組
合
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
最

中
で
す
。

　

背
景
に
は
、
平
成
十
七
年
に
三
市

　

二
〇
〇
三
年
『
秋
の
叙
勲
・
褒
章
』

の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
県
関
係
で

は
叙
勲
が
七
十
三
人
、
褒
章
二
十
六

人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
受
章

さ
れ
た
中
央
会
関
係
者
の
方
々
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

叙　

勲

【
旭
日
小
綬
章
・
林
業
振
興
功
労
】

　

▽
瀬
上
和
雄
氏
＝
岐
阜
県
木
材
協

同
組
合
連
合
会
・
会
長

褒　

章

【
黄
綬
褒
章
・
業
務
精
励
】（
印
刷
業
）

　

▽
飯
尾
寛
氏
＝
岐
阜
県
印
刷
工
業

組
合
・
副
理
事
長

【
黄
綬
褒
章
・
業
務
精
励
】（
屋
外
広

告
業
）

　

▽
後
藤
利
治
氏
＝
岐
阜
県
広
告
美

術
業
協
同
組
合
・
理
事
（
元
理
事
長
）

【
黄
綬
褒
章
・
業
務
精
励
】（
木
材
業
）

　

▽
桜
井
彰
市
郎
氏
＝
岐
阜
県
銘
木

協
同
組
合
・
副
理
事
長

【
黄
綬
褒
章
・
業
務
精
励
】（
金
融
業
）

　

▽
前
田　

修
平
氏
＝
飛
騨
信
用
組

合
・
理
事
長

【
藍
綬
褒
章
・
産
業
振
興
功
績
】

　

▽
伊
藤　

政
一
氏
＝
岐
阜
県
紙
器

段
ボ
ー
ル
箱
工
業
組
合
・
理
事
長

【
藍
綬
褒
章
・
貿
易
振
興
功
績
】

　

▽
山
田　

武
司
氏
＝
日
本
輸
出
刃

物
工
業
組
合
・
理
事
長

ん
と
宇
宙
飛
行
し
、
そ
の
ロ
ケ
ッ
ト

の
中
で
生
ま
れ
た
メ
ダ
カ
た
ち
の
五
、

六
世
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
ド
ー
ム
の
あ
る
神
岡
町
は
、

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
小

柴
昌
俊
東
大
名
誉
教
授
が
ス
ー
パ
ー

カ
ミ
オ
カ
ン
デ
検
出
器
を
用
い
て

行
っ
た
天
体
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
実
験
や

陽
子
崩
壊
の
研
究
等
を
行
っ
た
宇
宙

素
粒
子
研
究
施
設
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
同
町
が
「
宇
宙
」
を
テ
ー
マ
に

　

宇
宙
飛
行
士
の
向
井
千
秋
さ
ん
と

一
緒
に
宇
宙
飛
行
し
、
無
重
力
空
間

で
生
ま
れ
た
「
宇
宙
誕
生
メ
ダ
カ
」

の
子
孫
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
、
吉
城

郡
神
岡
町
夕
陽
ヶ
丘
の
『
星
の
駅
・

宙
（
ス
カ
イ
）
ド
ー
ム
神
岡
』
で
、

県
内
で
初
め
て
宇
宙
メ
ダ
カ
の
子
孫

の
卵
が
ふ
化
し
、
す
く
す
く
と
育
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
メ
ダ
カ
は
、一
九
九
四
年（
平

成
六
年
）
に
宇
宙
飛
行
士
の
向
井
さ

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

将
来
像
を
模
索
す
る
美
濃
焼
産
地

中
小
企
業
構
造
改
革
支
援
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
水
野
謙
二

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ
-m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
板
津
朱
里

宇
宙
メ
ダ
カ
の
子
孫
ふ
化

神
岡
の
街
が
活
性
化
に
期
待

し
た
町
お
こ
し
の
一
環
で
こ
の
ド
ー

ム
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の
十
月
に
山
形
県
の
飼
育

先
か
ら
成
魚
メ
ダ
カ
約
五
十
匹
を
譲

り
受
け
、
こ
の
メ
ダ
カ
を
世
話
し
て

い
る
宙
ド
ー
ム
の
従
業
員
が
水
草
に

産
み
付
け
ら
れ
た
数
個
の
卵
を
発
見

し
、
親
メ
ダ
カ
に
食
べ
ら
れ
な
い
よ

う
別
の
水
槽
に
隔
離
し
て
、
日
当
た

り
の
良
い
場
所
に
置
い
て
見
守
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
十
一
匹
の
ふ
化
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
子

供
達
が
未
来
に
向
か
っ
て
語
り
継
い

で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
こ
の
宇

宙
メ
ダ
カ
の
子
孫
を
神
岡
町
、
古
川

町
、
上
宝
村
に
あ
る
六
つ
の
小
学
校

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

宇
宙
に
は
無
限
の
可
能
性
が
秘
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
二
十
一
世
紀
を

迎
え
、
宇
宙
は
よ
り
身
近
な
も
の
と

な
り
ま
す
。
是
非
、
秋
の
夜
長
に
星

空
を
眺
め
て
頂
き
、
宇
宙
の
神
秘
を

感
じ
て
み
て
下
さ
い
。

１５１４１３１２１１１０９８７６５４３２１
○××○×○○×○××○×○×
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この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。

　

産
業
廃
棄
物
を
排
出
す
る
県
内
の

中
小
企
業
関
係
者
ら
に
産
廃
処
理
に

つ
い
て
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

「
岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
十
月
十
五
日
、
大
垣
市
の

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
本
会
、
岐
阜
県

中
小
企
業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会

議
及
び　

地
球
環
境
村
ぎ
ふ
と
の
共

（財）

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

催
で
行
い
、
資
源
循
環
型
社
会
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
廃
棄
物

の
排
出
抑
制
や
再
資
源
化
な
ど
に
い

か
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
探
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

始
め
に
、
同
志
社
大
学
の
郡
嶌
孝

教
授
（
環
境
経
済
学
）
が
「
循
環
型

社
会
の
実
現
と
こ
れ
か
ら
の
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、

今
後
の
産
廃
処
理
の
あ
り
方
を
提
言

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　
　

オ
リ
ベ
記
念
茶
会
（
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
）

　

〜
日　

オ
リ
ベ
２
０
０
３　

Ｎ
Ｙ

21

in

開
幕
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

　

日　

岐
阜
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業

23
協
同
組
合
大
会
（
岐
阜
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
）

　

〜　

日　

第　

回
岐
阜
県
農
業

25

26

17

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
岐
阜
ア
リ
ー

ナ
及
び
周
辺
）

　
　

秋
の
中
古
車
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ

ア
ー
・
パ
ー
ト
Ⅰ
（
岐
阜
競
輪
場

駐
車
場
）

　

日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

27（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

〜
日　

ク
ラ
フ
ト
展
・
観
光
展
（
グ

28
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
・
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
）

　

日　

地
域
交
流
会
・
吉
城
郡
地
域

28
（
南
吉
城
地
域
広
域
農
業
管
理
セ

ン
タ
ー
）

　

日　

第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国

30

55

大
会
（
渋
谷
公
会
堂
）

〈
十
月
中
〉

１
日　

商
業
問
題
懇
談
会
（
下
呂
町

民
会
館
）

　
　

労
働
問
題
研
修
会
（
ウ
ェ
ル
サ

ン
ピ
ア
岐
阜
）

１
〜
２
日　

岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

（
ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
）

２
日　

労
働
問
題
研
修
会
（
岐
阜
県

陶
磁
資
料
館
）

４
〜
５
日　

陶
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル　

市
之
倉
（
多
治
見
市
市
之
倉

in
町
）

　
　

か
さ
は
ら
窯
ぐ
れ
ま
つ
り
２
０

０
３
（
笠
原
町
）

　
　

下
石
ど
え
ら
あ
え
え
陶
器
祭
り

（
土
岐
市
下
石
町
）

　
　

駄
知
ど
ん
ぶ
り
ま
つ
り
（
土
岐

市
駄
知
町
）

７
〜
８
日　

生
活
衛
生
フ
ェ
ア
２
０

０
３
（
岐
阜
産
業
会
館
）

９
日　

都
道
府
県
中
央
会
事
務
局
代

表
者
会
議
（
霞
ヶ
関
東
京
曾
館
）

　

〜　

日　

ス
カ
イ
ド
ー
ム
フ
ェ
ス

11

12

タ
Ⅲ
（
星
の
駅
・
宙
ド
ー
ム
神
岡
）

　
　

関
刃
物
ま
つ
り
（
関
市
本
町
通

り
周
辺
）

　

〜　

日　

た
じ
み
茶
碗
ま
つ
り

12

13
（
多
治
見
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
）

　

〜　

日　

全
国
優
良
銘
木
展
示
即

14

15
売
会
（
県
銘
木　

）
（協）

　

日　

岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル

15
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ

パ
ン
）

　

〜　

日　

２
０
０
３
秋
の
美
濃
焼

18

20
新
作
展
示
会
（
セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー

ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
）

　

日　

ぎ
ふ
フ
ラ
ワ
ー
カ
ー
ニ
バ

19
ル
・
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ア
ー
（
岐
阜

生
花
市
場　

）
（協）

　

日　

サ
ム
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

20
ヘ
ア
ー
コ
ン
テ
ス
ト
（
岐
阜
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
）

し
た
。

　

講
演
の
中
で
郡
嶌
教
授
は
、「
リ
サ

イ
ク
ル
中
心
か
ら
、
ご
み
自
体
を
減

量
、
再
利
用
す
る
方
向
に
進
む
べ
き

だ
」
な
ど
と
述
べ
、
約
二
百
人
の
来

場
者
は
メ
モ
を
取
っ
て
熱
心
に
聴
き

入
っ
て
い
た
。

　

続
い
て
、
積
極
的
な
産
廃
処
理
に

�
…『
無
事
故
で
年
末　

笑
顔
で
年
始
』　　

月　

日
〜　

日
は「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」実
施
期
間
で
す

１２

１１

２０

資
源
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
！

ソ
フ
ト
ピ
ア
で
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

取
り
組
む
県
内
企
業
の
事
例
発
表
が

行
わ
れ
、
岐
阜
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業

株
式
会
社
、
ア
イ
ン
株
式
会
社
総
合

研
究
所
の
二
社
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
で
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
さ
れ
、
来
場
者
は
、
ゼ
ロ
・

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を

得
て
い
た
。

〈
十
二
月
中
〉

９
日　

女
性
経
営
者
懇
談
会
（　

時
12

〜
／
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム
（　

時

24

15

〜
／
エ
ル
・
ア
リ
ー
ヴ
ォ
岐
阜
）
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